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今
庄
宿
有
数
の
旧
家
　
京
藤
甚
五
郎
家

　

京
藤
甚
五
郎
家
は
、「
大
門
屋
」
と
い
う
屋
号

で
、
江
戸
時
代
に
酒
造
業
を
営
ん
だ
今
庄
宿
有
数

の
旧
家
で
す
。
今
庄
村
で
は
後
藤
覚
左
衛
門
が
大

庄
屋
を
務
め
る
な
か
、
京
藤
甚
五
郎
家
は
有
力
な

家
か
ら
交
代
で
選
ば
れ
た
庄
屋
や
長
百
姓
を
務
め

ま
し
た
。
５
代
目
京
藤
甚
五
郎（
１
８
５
５
年
〜

１
９
２
７
年
）は
、
県
会
議
員
や
村
会
議
員
を
務

め
、「
気
骨
の
あ
る
人
で
、
義
侠
心
に
も
富
ん
だ
、

ま
こ
と
に
立
派
な
人
」と
評
さ
れ
る
人
物
で
し
た
。

旧
京
藤
家
住
宅
の
敷
地
と
建
造
物
の
特
徴

　

旧
京
藤
家
住
宅
は
、
南
越
前
町
今
庄
宿
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
て
い 

ま
す
。

　

主
屋
は
北
陸
道
に
面
し
て
お
り
、
土
蔵
は
主
屋

の
背
面（
東
側
）に
位
置
し
て
い
ま
す
。
主
屋
は

居
室
部
と
座
敷
棟
で
構
成
さ
れ
る
福
井
県
下
で
最

古
級
の
大
型
町
家
で
、
寛
政
11
年（
１
７
９
９
年
）

12
月
の
大
火
で
被
災
し
た
後
に
建
て
替
え
ら
れ
ま

し
た
。
大
屋
根
は
現
在
で
は
桟
瓦
葺
き
で
す
が
、

建
築
当
初
は
石
置
き
の
板
葺
で
し
た
。

　

外
観
は
木
太
い
登
梁
で
深
い
軒
を
支
え
て
、
外

壁
を
塗
籠ご

め
て
両
側
に
屋
根
卯う

建だ
つ

を
あ
げ
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
、
防
火
を
念
頭
に
お
い
た
建
築
仕

様
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
正

面
の
柱
が
道
路
側
に
2
・
18
度
傾
き（
前
転
び
）、

格
子
戸
の
裏
手
に
摺す

り
上
げ
戸
が
あ
り
ま
す
。
前

転
び
が
あ
る
の
は
、
摺
り
上
げ
戸
の
安
定
を
図
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
仕
様
は
、
越
前
地

域
の
町
家
で
数
多
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
す
。

　

土
蔵
は
土
蔵
造
り
３
階
建
て
で
、
明
治
16
年

（
１
８
８
３
年
）に
造
ら
れ
、
外
壁
は
目
板
押
さ

え
の
竪た
て

板い
た

張
り
で
す
。
令
和
の
保
存
修
理
工
事
に

よ
り
、
土
蔵
の
外
壁
の
漆し
っ

喰く
い

上う
わ

塗ぬ
り

が
当
初
は「
半は

ん

田だ

土づ
ち

塗ぬ
り

」と
い
う
仕
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
現
在
は
北
面
と
西
面
が
漆
喰
上
塗
。
南

側
と
東
側
が
半
田
土
塗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
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座敷・床の間

主屋正面外壁（前転び）

大正期の旧京藤家住宅

　文部科学省に設置される文化審議会は、5月16日に開催された
同審議会の文化財分科会の審議・議決を経て、「旧京藤家住宅」を
国の重要文化財に指定するよう文部科学大臣に答申しました。
　近日中に正式指定される見込みで、町内での重要文化財（建造物）
は平成27年の中村家住宅（南越前町河野）に続き、2件目となります。

●名称
　旧京藤家住宅
●所在
　南越前町今庄第68号 35番地
●所有
　南越前町
●指定基準
　 （五）流派的または地方的特色に
おいて顕著なもの

●建物（２棟）
　・主屋
　・土蔵

重要文化財指定の概要

3 階建て土蔵

国の重要文化財（建造物）指定　町内２件目

旧京藤家住宅〈福井県下最古級の町家〉

主屋外観正面


